
別紙１

番
号

A-1 透明度 夏季において1.5m以上 夏季において2.5m

A-2 COD 改善傾向を示す 年間平均値として2 mg/L

A-3 合流改善対策によって削減された汚濁負荷量 改善傾向を示す 改善傾向を示す

A-4 糞便汚染 減少傾向を示す 湾内全域において海水浴場の水質レベル

A-5 海のゴミの量
行政：回収量が現状（H25年度）と同量
市民・NPO：参加者数が増加傾向を示す

行政：回収量が現状（H25年度）より減少
市民・NPO：活動の継続

A-6
水遊び空間における水難事故防止のための
監視・パトロール活動回数

増加傾向を示す 活動の継続

A-7 赤潮発生回数 減少傾向を示す 年間発生回数５回以下

A-8
水遊びイベント・環境学習、イベント等の参加者
数

増加傾向を示す 活動の継続

A-9 海浜公園等の施設利用者数 増加傾向を示す 増加傾向を示す

B-1
生物生息場の面積・箇所数（干潟，浅場，
砂質海浜，塩性湿地，磯場・磯浜）

既存（H25年度）の生物生息場　約4,430ha（44
箇所）の保全
新たな生物生息場　約35ha（7箇所）以上の
再生

更なる再生

B-2 藻場の箇所数 増加傾向を示す 増加傾向を示す

B-3 生物共生型港湾構造物の延長 現状（H25年度）より1.2倍以上増加 増加傾向を示す

B-4 DO濃度（底層） 貧酸素水塊が縮小傾向を示す
夏季の底層で2 mg/L以上の地点数の増加
将来的には（50年後位）には4 mg/L以上

B-5 硫化物濃度（底層） 検出される場所の減少 検出されない

B-6 底生生物の生息環境 環境保全度が向上の傾向を示す
内湾では環境保全度Ⅰ以上
干潟・浅場では環境保全度Ⅲ以上

B-7
江戸前の地魚・魚介類の販売箇所数，イベント
数

増加傾向を示す 活動の継続

B-8 青潮 大規模青潮が縮小傾向を示す 発生しない

（
C

）

C-1 海辺に近づける水際線延長
現状（H25年度）より1.4倍以上増加
海とのふれ合いの場は増加傾向を示す

現状（H25年度）より1.8倍以上増加
海とのふれ合いの場は増加傾向を示す

C-2 海が見える視点場 増加傾向を示す 増加傾向を示す

C-3 水辺のイベントの開催回数 増加傾向を示す 活動の継続

C-4 水上バス、屋形船、レストラン船の利用者数 増加傾向を示す 増加傾向を示す

（
D

)

D-1 都市圏における雨水浸透面の面積 増加傾向を示す 増加傾向を示す

D-2 下水処理施設の放流水質

放流水質（COD，全窒素，全りん）が現状（H25
年度）より改善
下水処理施設から排出される一人あたりの流入
負荷量が現状より改善

全ての処理施設が『東京湾の環境基準達成に
向けた流域別下水道整備総合計画』の目標値
を達成
下水処理施設から排出される一人あたりの流入
負荷量の上記目標値に対応する値の達成

D-3 フォーラム会員数、東京湾大感謝祭の来場者数 増加傾向を示す 増加傾向を示す

D-4
多様な主体による環境の保全・再生の取り組み
等の情報発信

増加傾向を示す 増加傾向を示す

D-5 科学論文・報告書の数 増加傾向を示す 増加傾向を示す

D-6 1人当たりの流入負荷量 減少傾向を示す 減少傾向を示す

D-7
東京湾の環境に対して取り組みを行っている
企業・団体等の数

増加傾向を示す 増加傾向を示す

※

全体目標
の要素

指標
目標値

（短期：第二期期間中）
目標値

（長期：30～50年）

指標A-5「海のゴミの量」について、東京湾再生官民連携フォーラムからの提案では「ゴミの回収」という指標名であったが、海のゴミの総量を
表せていないという理由から指標名を変更している。
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